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国外の発達科学における
再現性の重視と追試研究の推奨



2026/3/5 日本発達心理学会第37回大会 3

国内の発達科学における
再現性の重視と追試研究の推奨



報告論文の分類(再掲)
萌芽的研究

–先行研究の限られる現象や概念の報告

–希少性や速報性のあるデータの報告 など

追証的研究(追試研究)

–直接的追試

–概念的追試

研究手法の開発・検証

–尺度開発

–今までにみられない発達の評価法

–新しい実験方法や課題の開発 など
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直接的追試と概念的追試とは
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追試の種類 手続き データ

直接的追試 先行研究と同じ 新しいサンプル

概念的追試 先行研究と異なる 新しいサンプル

先行研究

直接的追試 概念的追試

結果の再現性、結果が再現される条件や範囲を検証



追証的研究における審査基準
表題と要旨

–「追試」という語

背景

–先行研究と追試の必要性・重要性

異なる手続きを用いる理由

方法

–手続きの軽微な相違の理由 例：尺度や刺激の邦訳

–サンプルサイズの論拠

結果と考察

–先行知見が再現されたか否か

否定的結果の精緻な解釈 6



原著論文と報告論文の差異

原著論文 報告論文

・事前登録と検出力分析を
行なう直接的追試

・直接的追試+別の研究

・異なる発達段階で再現性を
検証する概念的追試

・事前登録と検出力分析を
行なわない直接的追試

・同じ発達段階で再現性を
検証する概念的追試
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発達心理学研究では、
再現性を重視し、追試研究を推奨

概念的追試も受け付けることが特徴
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